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○立科町マスコットキャラクター着ぐるみ使用規程 

平成24年３月14日 

告示第14号 

改正 平成28年３月29日訓令第１号 

平成28年３月29日訓令第８号 

（趣旨） 

第１条 この規程は、立科町を広くピーアールし、イメージアップを図ることを目的とし

た、立科町のマスコットキャラクター「しいなちゃん」の着ぐるみ（以下「着ぐるみ」

という。）を使用する場合の取扱いに関し、必要な事項を定める。 

（使用許可申請） 

第２条 着ぐるみを使用しようとする者は、「しいなちゃん」着ぐるみ使用申請書（様式

第１号）に必要な書類を添付して、町長に提出し、その許可を受けなければならない。

ただし、町長が立科町の宣伝活動・広報活動の趣旨に基づき使用を認めた場合はこの限

りでない。 

２ 前項の申請書は、使用期間初日前３月から使用期間初日前10日までの期間に提出しな

ければならない。ただし、町長が特別の事情があると認めた場合は、この限りでない。 

３ 前項に定める日が休日（立科町の休日を定める条例（平成元年立科町条例第20号）第

１条に規定する休日）に当たる場合は、その前日までとする。 

４ 町長は、着ぐるみの使用の目的が適当と認めた場合は、「しいなちゃん」着ぐるみ使

用許可書（様式第２号）により使用を許可する。 

（使用の許可の制限） 

第３条 町長は、前条の申請があった場合、その内容が次の各号のいずれかに該当する場

合は、着ぐるみの使用を許可しない。 

(1) 立科町の品位を傷つけ、又は傷つけるおそれのあるとき。 

(2) 着ぐるみの正しい使用方法に従って使用されないおそれがあるとき。 

(3) 法令又は公序良俗に反し、又は反するおそれのあるとき。 

(4) 特定の個人、団体、政党、宗教団体を支援若しくは公認しているような誤解を与
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え、又は与えるおそれのあるとき。 

(5) 町及び町教育委員会の主催又は共催する事業以外で、参集の対象者が町民に限ら

れるとき。ただし、町長が特に認めた場合はこの限りでない。 

(6) その他、町長が着ぐるみの使用について不適当であると認めるとき。 

２ 町長は、着ぐるみの使用が不適当と認めた場合は、「しいなちゃん」着ぐるみ使用不

許可書（様式第３号）により通知する。 

（使用期間） 

第４条 着ぐるみの使用期間は、原則として５日間以内とする。 

（使用料） 

第５条 着ぐるみの使用料は、無料とする。 

（遵守事項） 

第６条 使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、次の各号に掲げる事項を遵

守しなければならない。 

(1) 許可された用途のみに使用すること。 

(2) 使用期間を遵守すること。 

(3) 着ぐるみ返却時には、着ぐるみの使用状況が分かる写真等を提出すること。 

(4) その他、町長が特に付した条件がある場合は、その条件に従って使用すること。 

（貸与許可の取消） 

第７条 使用者が、前条に定める事項を遵守しなかった場合、又はその他この規程に違反

した場合は、その許可を取り消すとともに、以後の使用は許可しない。この場合、使用

者に損害が生じても、町はその責めを負わない。 

（原状復帰） 

第８条 着ぐるみを汚損した場合は、「しいなちゃん」着ぐるみ汚損（紛失）届（様式第

４号）を提出し、使用者の責任と負担により、修復又はクリーニングを行い、原状に復

さなければならない。 

２ 前項の規定に関わらず、町長が、着ぐるみの修復又はクリーニングを求めた場合は、

使用者はこれに従わなければならない。 



3 

（許可者の責任） 

第９条 着ぐるみの使用により、使用者が被った被害又は使用者が第三者に与えた損害に

対しては、町は一切その責めを負わない。 

（補則） 

第10条 この規程に定めるもののほか、着ぐるみの取扱いに係る必要な事項は、町長が別

に定める。 

附 則 

この規程は、平成24年４月１日より施行する。 

附 則（平成28年３月29日訓令第１号） 

この訓令は、平成28年４月１日から施行する。 

附 則（平成28年３月29日訓令第８号） 

この告示は、平成28年４月１日から施行する。 

別記 

「しいなちゃん」着ぐるみ使用上の注意 

「しいなちゃん」は構造上激しい動きはできません。着ぐるみの使用に当たっては、下

記の事項を遵守してください。 

１ 破損等のおそれがあるため、装着者は、その身長が170cm前後で、着ぐるみに入れる

体型の人としてください。 

２ 装着の際は、長袖のシャツ、ズボンを着用し、頭頂部に手ぬぐいを、両手には軍手等

の手袋を装着してください。 

３ 着脱は、可能な限り関係者以外の目に触れない場所で行ってください。 

４ 装着中は、関係者以外の前で発声をしないでください。 

５ 風雪等による汚損及び劣化等を避けるため、できるだけ屋内で使用してください。屋

外で使用する場合には、汚損することのないよう細心の注意を払ってください。（特

に、泥等による汚れには留意してください。また、雨天等の屋外での使用はしないでく

ださい。） 

６ 装着者の体調管理には十分留意するとともに、着用時間が長時間に及ぶことのないよ
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うにしてください。なお、１回当たりの目安時間は30分以内です。（夏季はもっと短く

なります。） 

７ 動作の際は、十分周囲の安全に配意してください。また、歩行の際は必ず介助者を付

け、安全の確保に十分留意してくだざい。 

８ 介助人は、着用者が衝撃を被ることのないよう周囲の状況に十分配慮してください。 

９ 使用後は、胴体及び足部の内側に消臭スプレーを噴霧してください。 

10 湿気の多いところには、長時間置かないようにしてください。 

11 輸送手段である自動車等から着替え室までは、梱包した伏態で運んでください。 
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様式第１号（第２条関係） 

様式第２号（第２条関係） 

様式第３号（第３条関係） 

様式第４号（第８条関係） 

 


